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研究所の取り組みをご紹介します

IDE Updates

●「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム2014

」

研
究
所
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

　

一
〇
月
二
日
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
本
部
（
ス
イ
ス 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

に
お
い
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
「From

 
Bangladesh G

arm
ent Factory Tragedy to 

“H
appy W

orker”: An Initiative for Balance of 
Benefi ts in Globalized Trade

」
を
主
催
し
ま
し

た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
二
〇

〇
一
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
、
同
機
関
最
大
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
本
年
は
「W

hy 
trade m

atters to everyone
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
て
、
貿
易
と
仕
事
、
消
費
者
、
ア
フ
リ
カ
等
の

問
題
が
、
一
〇
月
一
日
か
ら
三
日
に
わ
た
っ
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
研
究
所
セ

ッ
シ
ョ
ン
開
催
は
、
昨
年
に
続
き
二
度
目
と
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
ミ
ク
ロ
経
済
分
析

研
究
グ
ル
ー
プ
の
ア
ブ
ー
・
シ
ョ
ン
チ
ョ
イ
研
究
員

が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
のRana Plaza

事
故
か
ら
着

想
し
た “H

appy W
orker Initiative” 

に
つ
い
て
、

研
究
所
内
外
の
パ
ネ
リ
ス
ト
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
、

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、
大
学
、
研
究
機
関
か
ら

の
参
加
者
が
議
論
し
ま
し
た
。

　

途
上
国
の
縫
製
産
業
が
急
成
長
を
遂
げ
る
な
か
、

二
〇
一
三
年
四
月
に
発
生
し
たRana Plaza

ビ
ル

の
崩
壊
事
故
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
労
働

安
全
に
先
進
国
の
ア
パ
レ
ル
業
界
や
消
費
者
が
目
を

向
け
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
工
場
の
安
全
性
、
労

働
環
境
の
改
善
へ
向
け
、
検
査
や
改
善
勧
告
と
言
っ

た
対
応
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
工
場
閉
鎖
に
よ
る

失
業
や
労
働
者
の
職
業
満
足
（
ジ
ョ
ブ
・
サ
テ
ィ
ス

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
）
等
が
失
念
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
て
提
示
し
た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
途
上

国
、
特
に
縫
製
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
雇
用
維

持
と
、
工
場
経
営
者
に
よ
る
安
全
対
策
の
両
立
を
図

る
た
め
、
対
策
に
要
す
る
資
金
供
給
を
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
組
み
込
み
、
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
消
費
者
へ
転
稼
さ
れ

な
い
よ
う
、
試
み
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
、
途
上
国
縫
製
産
業
に
お
け
る
労

働
安
全
や
職
業
満
足
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
未

だ
ア
イ
デ
ィ
ア
段
階
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
・
ス
タ
デ
ィ
等
に
よ
る
一
層
の
精
緻
化
が
必
要

で
す
。

　

会
場
か
ら
は
、
既
存
の
検
査
制
度
と
の
相
違
、
途

上
国
政
府
の
役
割
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
参
加
の
現
実
性
、
世
界

的
に
進
む
貿
易
自
由
化
議
論
と
の
整
合
な
ど
が
質
問

さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
熱
心
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
↓
調
査
研
究
↓
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
て
ご
覧
頂
け
ま
す
。

●
ア
メ
リ
カW

oodrow
 W
ilson Center

か
ら
研
究
者
が
来
訪
、
少
子
高
齢
化
に
つ

い
て
意
見
交
換

　

一
〇
月
一
〇
日
、
ア
メ
リ
カW

oodrow
 W
ilson 

Center

か
らD

r. Jack Goldstone

とD
r. Richard 

Jackson

が
来
訪
し
、
世
界
規
模
で
進
行
す
る
少
子

高
齢
化
の
諸
側
面
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
少

子
高
齢
化
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
研
究
者
の
意
見
、
東

南
ア
ジ
ア
各
国
の
人
口
動
態
に
関
す
る
研
究
所
研
究

者
の
視
点
に
加
え
、
社
会
保
障
、
労
働
市
場
、
勤
労

文
化
等
、
社
会
制
度
全
般
を
新
た
な
視
点
か
ら
再
検

討
す
る
必
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
上
文
責　

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

島
添
順
子
）

●
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）

年
次
イ
ベ
ン
ト
を
ア
ジ
研
で
初
開
催

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
て
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
年
次
集

会
、
一
般
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
次
世
代
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

日本、バングラデシュ、カナダから集まった研究所内外のパネリスト。右端がア
ブー・ションチョイ研究員。左端はモデレータの佐藤寛 研究企画部 上席主任調
査研究員。
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Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
二
○
○
四
年
創
設
）
は
、
組
織
の
枠

を
超
え
た
情
報
交
換
や
研
究
活
動
の
推
進
を
目
的
と

す
る
、
地
域
研
究
に
関
す
る
大
学
・
研
究
機
関
、
学

会
等
が
加
盟
す
る
組
織
で
す
。

　

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
地
域
か
ら
研
究
す
る

産
業
・
企
業
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
川
上
桃
子
研
究
員
（
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
が
企
画
者

と
な
り
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
計
量
的
な
企
業
・
産
業
研
究
が
主
流
と
な

り
、
途
上
国
研
究
へ
広
が
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
日

本
の
地
域
研
究
が
長
年
培
っ
て
き
た
、
現
場
に
根
ざ

し
た
経
済
分
析
が
持
つ
面
白
み
や
可
能
性
、
ま
た

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
」
の
関
係

性
に
焦
点
を
当
て
、
所
内
外
の
報
告
者
か
ら
の
各
国

に
お
け
る
産
業
研
究
事
例
の
報
告
を
も
と
に
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
・
藤
田
幸
一
教
授
、

日
本
総
合
研
究
所
・
大
泉
啓
一
郎
上
席
主
任
研
究
員

を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

か
ら
川
上
桃
子
（「
台
湾
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業

研
究
の
視
点
か
ら
」）、
佐
藤
創
（「
ア
ジ
ア
鉄
鋼
業

研
究
の
視
点
か
ら
」）、
岩
崎
葉
子
（「
イ
ラ
ン
に
お

け
る
店
舗
用
益
権
研
究
の
経
験
か
ら
」）
の
三
名
が
、

ま
た
所
外
か
ら
は
東
北
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
・
福
嶋
路
教
授
（「
米
国
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
ハ
イ
テ

ク
・
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
の
視
点
か
ら
」）、
慶
應
義
塾

大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
・
三
嶋
恒
平
准
教
授
（「
発

展
途
上
国
の
オ
ー
ト
バ
イ
産
業
の
視
点
か
ら
」）
が

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
い
、
フ
ロ
ア
も
交
え
た
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
次
世
代
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

も
森
壮
也
主
任
調
査
研
究
員
（
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
）
が
企
画
者
と
な
り
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
障
害

と
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
姜
明
江
研
究
員

（
京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
）

よ
り
「
ザ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
生
活

と
社
会
関
係
の
再
構
築
」
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
詳
細
は
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。

●
ア
ジ
研
「
所
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
開
催

　

研
究
所
内
で
、
新
し
い
研
究
課
題
の
ア
イ
デ
ィ
ア

や
現
在
実
施
中
の
研
究
会
の
成
果
、
あ
る
い
は
中
長

期
的
な
研
究
関
心
・
課
題
な
ど
を
紹
介
し
合
う
所
内
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
九
月
一
〇
日
〜
一
一
日
に
か
け
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
一
四
人
の
研
究
者
が
構
想
段
階
の
ア
イ

デ
ィ
ア
か
ら
、
こ
れ
か
ら
長
期
的
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
研
究
な
ど
を
三
〇
分
程
度
で
報
告
し
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
も
は
さ
ん
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

議
論
の
出
来
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
開
催
と
な
り
、
参
加

者
か
ら
は
様
々
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
研
究
の

シ
ー
ズ
（
種
）
を
育
て
る
場
の
一
環
と
し
て
大
変
意

義
の
あ
る
会
合
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
良
い
研
究
を

実
施
す
る
た
め
に
も
、
所
内
の
多
様
な
研
究
関
心
や

ア
プ
ロ
ー
チ
を
共
有
、
融
合
さ
せ
る
機
会
と
し
て
、

今
後
も
定
期
的
な
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
以
上
文
責　

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

佐
々
木
晶
子
）

一般公開シンポジウムの様子

所内カンファレンスの様子


